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建設業においては「適切な保険」に加入していないと現場入場ができないという状況です。しかしながら、事業所の

形態等により、加入すべき保険が違います。自社が加入すべき保険について整理をしていきましょう。

※本ニュースを無断で複製または転載することを禁じます。

2023年8月

建設業の適切な社会保険 ⑪

◆次回も、各保険について
解説していきます！

対象となる事業所

新たな加入対象者

2020年10月の改正により、従業員数 101人以上の事業所の 「パート・アルバイトの社会保険加入条件」 が
変わりました。 （2024年10月からは、従業員数 51人以上の事業所も対象となります。）

社会保険に加入するメリット

支援制度のご案内

2022年10月～

従業員数 １０１人以上の事業所

2024年10月～

従業員数 ５１人以上の事業所

従業員数は以下の Ⓐ＋Ⓑの合計 「現在の厚生年金保険の適用対象者」 です。

Ⓐ Ⓑ
フルタイムの従業員数 週労働時間が フルタイムの 3/4以上の従業員数

新たな加入対象者は、

右の全てにチェックが入った
パート・アルバイトの方です。

☑ 週の所定労働時間が 20時間以上
☑ 月額賃金が 8.8万円以上
☑ ２か月を超える雇用の見込みがある
☑ 学生でない

老後・障害・死亡の保障がさらに充実！
●１階(基礎年金部分)に加えて２階(報酬比例部分)の上乗せ
●より軽い障害にも保障範囲が広がります。

あんしんの医療保険がもっと充実！
●傷病手当金 病休期間中、給与の2/3相当を支給

●出産手当金 産休期間中、給与の2/3相当を支給

＜ キャリアアップ助成金ご案内＞

■短時間労働者労働時間延長コース 申請は、
■選択的適用拡大導入時処遇改善コース 都道府県労働局
■正社員化コース ハローワーク


